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議会だより議会だより

プール遊びは楽しいな

どんなお願い書いたのかな…
　　　　　　　 かなうといいね★★



【 

所

　管 

】

○
議
会
の
運
営
に
関
す
る

　事
項

○
会
議
規
則
、
委
員
会
に

　関
す
る
条
例
等
に
関
す

　る
事
項

○
議
長
の
諮
問
に
関
す
る

　事
項

委
員
長

　加
藤

　憲
彦

副
委
員
長

　斎
藤

　好
彦

委

　
　員

　佐
藤

　広
幸

　
〃

　
　佐
藤

　
　勇

「円滑かつ効率的な
議会運営を」

議会運営  
委員会

【 

所

　管 

】

○
国
民
健
康
保
険
、
後
期

　高
齢
者
、
介
護
保
険
、

　民
生
費
、
衛
生
費
、
教

　育
費
の
所
管
に
属
す
る

　事
項

委
員
長

　佐
藤

　広
幸

副
委
員
長

　石
山

　和
春

委

　
　員

　八
鍬

　
　太

　
〃

　
　佐
藤

　
　勇

　
〃

　
　伊
藤

　欽
一

 
「福祉・教育の　

充実を」

文教民生  
常任委員会

【 

所

　管 

】

○
総
務
費
、
農
林
水
産
費
、

　商
工
費
、
土
木
費
、
上

　下
水
道
事
業
、
集
落
排

　水
事
業
の
所
管
に
属
す

　る
事
項

委
員
長

　斎
藤

　好
彦

副
委
員
長

　小
国

　浩
文

委

　
　員

　叶
内

　富
夫

　
〃

　
　加
藤

　憲
彦

　
〃

　
　奥
山

　謙
三

「農業施策・大規模 
工事の進捗に注目」

総務振興  
常任委員会

【 

所

　管 

】

○
議
会
報
の
企
画
、
編
集
、

　発
行
に
関
す
る
事
項

○
広
報
広
聴
に
関
す
る
事

　項

委
員
長

　佐
藤

　
　勇

副
委
員
長

　伊
藤

　欽
一

委

　
　員

　奥
山

　謙
三

　
〃

　
　石
山

　和
春

　
〃

　
　小
国

　浩
文

 

「読まれる　　　
紙面づくりを」

議会広報  
常任委員会

議
長

　八
鍬

　
　太

副
議
長

　叶
内

　富
夫

議
会 

新
構
成
決
ま
る

議

　長

　八
鍬

　
　太 

氏
（
再
選
）

副
議
長

　叶
内

　富
夫 

氏
（
選
出
）

　
５
月
１
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
構
成
替
え

を
行
い
ま
し
た
。

○常任委員会とは

　議会が条例で定め常設する委員会で、議員
は必ずいずれかの常任委員会に所属します。
　広範多岐にわたり複雑化している行政事務
を部門別の委員会で能率的に審議調査するた
め、
　○総務振興常任委員会
　○文教民生常任委員会
　○議会広報常任委員会
の３常任委員会を設置しています。各常任委
員会は、所管事務調査（※）と請願・陳情など
の審査を行います。

※所管事務調査…それぞれの委員会が担当する
　町の予算や事業について調査すること。

○特別委員会とは

　特定の案件について調査する場合、特に必
要と議会が認めたときに設置する委員会です。
　下記のとおり、６月定例会において、議会
改革特別委員会が設置されました。

最
上
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　事
務
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　佐
藤

　広
幸

舟
形
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　奥
山

　謙
三

○
名
称

　「
舟
形
町
議
会
改
革

　
　
　
　
　特
別
委
員
会
」

   

委
員
長

　

 

奥
山

　謙
三

   

副
委
員
長

　

 

叶
内

　富
夫

○
委
員
の
定
数

　議
長
を
除
く
9
名
の
議
員

○
設
置
の
期
間

　平
成
29
年
6
月
8
日
〜

　
　
　平
成
31
年
3
月
31
日

議
会
選
出
委
員
等

が
ん
ば
り
ま
す
!!

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を

　
　
　
　
　
　
　設
置
し
ま
し
た

　
引
き
続
き
議
長
の
職
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
研
鑽
に
努
め
、

議
会
で
の
活
発
な
議
論
の
展
開

が
、
町
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
推
進
力
と
な
る
議
会

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
か
ら
は
水
道
事
業
が
独

立
採
算
を
原
則
と
し
た
企
業
会

計
に
な
り
、
臨
時
職
員
で
あ
っ

た
保
育
士
の
皆
さ
ん
は
社
会
福

祉
協
議
会
職
員
と
し
て
保
育
所

勤
務
に
な
る
な
ど
、
年
々
さ
ま

ざ
ま
に
変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、

行
政
と
共
に
町
の
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
九
州
地
方
で
は
豪
雨
の
被
害

も
出
て
お
り
ま
す
が
、
舟
形
は

真
夏
を
思
わ
せ
る
猛
暑
日
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
体
調
管
理
に

十
分
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。
今
後
と
も
議
会
に
対

し
て
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
議
会
で
は
、
「
舟
形
町

議
会
基
本
条
例
」
を
議
会
運

営
・
議
員
活
動
の
核
と
し
な

が
ら
議
会
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

継
続
し
つ
つ
、
さ
ら
に
時
代

に
沿
っ
た
議
会
運
営
を
目
指

し
、
議
員
の
資
質
向
上
と
議

会
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
信

頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
５
月
１
日
の
臨
時
会
に
お
い

て
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
町
の
課
題
と
し
て
、
少
子
高

齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

人
口
減
少
・
空
き
家
の
発
生
・

地
元
商
店
の
減
少
に
よ
り
買
い

物
弱
者
の
増
加
・
地
域
力
の
低

下
等
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。

　
町
民
一
人
ひ
と
り
が
情
報
を

共
有
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
、

地
域
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
や
声
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
大
切
に
し
た
、
親
し
み
の

あ
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

ま
す
。

　
副
議
長
と
し
て
八
鍬
議
長
を

補
佐
し
、
山
積
す
る
諸
問
題
解

決
に
向
け
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
精
い
っ
ぱ

い
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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第3回臨時会
５月１日

第4回臨時会
５月30日

6月定例会
6月6日～8日

５
９
１
８
万
円

主
な
審
議
さ
れ
た
議
案

　第
３
回
臨
時
会

　
●
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認

●
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

●
一
般
会
計
補
正
予
算
繰
越
明
許
費
計
算
書
の
報
告

●
監
査
委
員
の
選
任

　第
４
回
臨
時
会

　
●
中
央
公
民
館
耐
震
補
強
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
　
　
　
　
　
　（
契
約
の
相
手
方

　升
川
建
設
㈱
）

　６
月
定
例
会

　
●
平
成
28
年
度
㈱
舟
形
町
振
興
公
社
経
営
状
況
の
報
告

●
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

中
央
公
民
館
耐
震
補
強
工
事

中
央
公
民
館
耐
震
補
強
工
事
請
負
契
約
の
締
結

舟
形
町
振
興
公
社
経
営
状
況
の
報
告

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

副
町
長
　
今
年
１
月
の
調
査
で
は
、
町
民
の
利
用
率
は
27
・

８
％
と
低
い
状
況
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
日
の
お
得
な
宿
泊
プ
ラ
ン
や
、

食
堂
で
の
鍋
ま
つ
り
や
お
花
見
弁
当
な
ど
、
季
節
ご
と
に
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
周
知
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
す
る
な
ど

し
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　若
あ
ゆ
温
泉
の
入
浴
者
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、

町
民
の
利
用
を
促
進
す
る
対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
当
課
で
ま
と
め
た
、
舟
形
町
特
産
加
工

品
一
覧
に
載
せ
て
い
る
も
の
は
65
品
目
で
す
。
28
年
度
に
県

か
ら
50
万
円
の
補
助
金
を
い
た
だ
い
て
、
お
み
や
げ
品
開
発

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ラ
ズ
ベ
リ
ー
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
を

開
発
し
、
や
ま
が
た
土
産
菓
子
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
良
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議
員

　農
林
水
産
物
加
工
施
設
に
お
け
る
特
産
品
の
商
品

開
発
は
何
品
目
で
、
特
に
ヒ
ッ
ト
し
た
商
品
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
雨
漏
り
修
繕
工
事
に
24
万
円
、
玄
関
修
理

に
19
万
円
で
す
。
当
初
予
算
が
決
定
し
た
後
に
雪
が
原
因
で

発
生
し
た
の
で
計
上
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　議員

　老
人
い
こ
い
の
家
管
理
事
業
の
修
繕
料
の
内
容

と
、
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
理
由
は
。

農
業
振
興
課
長
　
行
者
に
ん
に
く
、
タ
ラ
ノ
メ
、
う
る
い
等

の
促
成
山
菜
の
、
産
地
育
成
の
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
た
め

の
支
援
事
業
で
す
。

　議員

　促
成
山
菜
生
産
基
盤
整
備
支
援
事
業
費
補
助
金

と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

教
育
課
長
　
Ａ
ラ
ン
ク
の
業
者
６
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

で
、
落
札
率
は
98
・
52
％
で
す
。

教
育
課
長
　
工
事
期
間
中
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
老
人
い
こ
い
の
家
「
清
流
荘
」
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
サ
ー
ク
ル
等
の
方
々
や
町
内
会
長

と
調
整
済
み
で
す
。
講
演
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

場
合
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　公
民
館
で
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
工

事
期
間
中
の
代
替
施
設
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

議
員

　入
札
に
参
加
し
た
業
者
は
何
社
で
、
落
札
率
は
。

質
答

応
疑

第
４
回
臨
時
会

6
月
定
例
会

　
６
月
定
例
会
は
、
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

６
人
の
一
般
質
問
に
続
き
、
一
般
会
計
等
、
全
議
案
を
原
案
ど
お

り
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

主な事業（29年度補正予算）

　農作物等災害対策補助金……………
　（降雪被害によるハウスの復旧）
　
　産地パワーアップ事業費補助金…
　（園芸および水稲の農業機械リース事業）
　
　園芸大国やまがた産地育成補助金…
　（園芸作物の生産基盤整備への補助）
　
　促成山菜生産基盤整備補助金………
　（山菜の生産基盤整備への補助）

　
　老人いこいの家修繕料………………
　（屋根の雨漏り等の修繕）

　地区公民館施設整備補助金…………
　（長尾・長者原・洲崎公民館の改修等への補助）

102万円　

3486万円　
　

139万円　
　

147万円

　　
38万円　

93万円

▽農業振興事業

▽老人福祉費事業

▽公民館事業

※

※（繰越明許費）予算のうち、年度内に支出が終了しない見込みの経費で、翌年度に繰越し使用できる
　もの（財政法第 14条３項）和気あいあいと楽しい健康づくり（いこいの家）

このたびの工事は10月末までです。
ご不便をおかけします。

議 案 審 議
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７ページ
小国　浩文　議員

１　ふるさと納税の返礼品を問う
２　農業所得向上策を問う

10ページ
伊藤　欽一　議員

１　郷土愛を育む取り組みについて
２　十二河原河川公園の環境整備について

８ページ
奥山　謙三　議員

１　官民協働・地域間連携による
　　住民主体の地域づくり推進事業を問う

11ページ
斎藤　好彦　議員

１　新庄最上定住自立圏構想の検証を
２　がん探知犬による検査の実施を

12ページ
佐藤　勇　議員

１　多面的機能支払協定を町一本化へ
２　日本一の給食食育推進事業について

９ページ

12ページ 11ページ 10ページ ９ページ 8ページ 7ページ

佐藤　広幸　議員

１　機構改革、課再編のねらいは何か
２　今後十年間の職員採用計画を示せ

農業所得アップに向けた講習会が開かれる予定の県立農林大学校

新しく出来た「街の駅ふながた」

一般質問に６人が登壇一般質問に６人が登壇
町政を問う

一般質問とは

町政を問う
　定例会において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり町当局の考え方や疑問をただすこと
です。単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する、
議員の重要な活動です。

質
問
　
２
０
０
８
年
度
の
制

度
創
設
か
ら
９
年
が
経
ち
、

今
日
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
対

し
て
自
治
体
の
返
礼
品
の
調

達
額
が
４
割
を
超
え
、
資
産

性
の
高
い
も
の
が
返
礼
品
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
総
務
省
は
、
本

来
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

趣
旨
に
基
づ
く
対
応
を
徹
底

さ
せ
る
た
め
と
し
て
、
返
礼

品
の
調
達
額
を
３
割
以
下
に

す
る
よ
う
４
月
に
通
達
を
出

し
ま
し
た
。

　
県
と
し
て
は
、
税
制
度
の

趣
旨
を
踏
ま
え
て
対
応
し
、

各
自
治
体
の
思
い
を
尊
重
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の

見
解
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

町
と
し
て
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

町
長
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
つ
い
て
は
、
今
年
４

月
１
日
付
け
で
「
ふ
る
さ
と

納
税
に
係
る
返
礼
品
の
送
付

等
に
つ
い
て
」
と
い
う
総
務

大
臣
通
知
が
、
各
都
道
府
県

知
事
宛
て
に
通
知
さ
れ
ま
し

た
。
「
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、

責
任
と
良
識
あ
る
対
応
を
厳

に
徹
底
す
る
よ
う
に
」
と
の

内
容
で
、
返
礼
品
の
返
礼
割

合
の
妥
当
な
水
準
の
趣
旨
に

つ
い
て
、
総
務
省
自
治
税
務

局
市
町
村
税
課
長
か
ら
各
都

道
府
県
総
務
部
長
宛
て
に
文

書
が
来
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

受
け
、
今
後
こ
の
こ
と
に
関

す
る
情
報
を
見
落
と
さ
ず
、

様
々
な
想
定
を
踏
ま
え
て
の

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
の
で
、

状
況
判
断
を
誤
ら
ず
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

農
業
所
得
向
上
対
策
を

問
う　元

気
な
農
業
の
実
現
に
向

　け
政
策
を
進
め
る

質
問
　
県
で
は
、
新
た
に
生

産
農
業
所
得
を
1.3
倍
に
す
る

目
標
を
提
示
し
た
が
、
生
産

現
場
で
は
従
事
者
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
に
加
え
、
２

０
１
８
年
産
米
か
ら
の
生
産

調
整
廃
止
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
農
業
所
得
へ
の
影
響
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
農

業
所
得
ア
ッ
プ
に
向
け
て
、

高
収
益
性
作
物
へ
の
転
換
な

ど
の
対
策
に
つ
い
て
、
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
指
摘
の
と
お
り
、
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
担

い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
・

生
産
者
不
足
、
更
に
は
平
成

30
年
に
米
の
直
接
支
払
交
付

金
が
廃
止
さ
れ
、
農
業
所
得

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
な
ど

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、

農
業
者
の
労
働
力
や
ほ
場
の

条
件
な
ど
、
個
々
の
経
営
ス

タ
イ
ル
に
あ
っ
た
品
目
を
選

択
す
る
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ら

を
参
考
に
し
な
が
ら
収
益
性

が
よ
り
高
ま
る
作
物
へ
の
転

換
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
舟
形
町
の
農
業
者
の
経
営

安
定
化
、
元
気
な
農
業
の
実

現
に
向
け
て
政
策
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

状況判断を誤らずに対応していきたい

ふるさと納税の返礼品を問う

小国  浩文 議員
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相談しやすく配置を変えてスタート

女性目線で堀内地区の活性化を目的に活動する
「堀内ふるさと応援女性の会」

地域づくり総合支援事業を活用しての芸能ショー（堀内地区）

入口正面は新しい課で対応

質
問
　こ
の
事
業
の
取
り
組

み
で
特
に
重
要
と
考
え
る
の

は
、
町
民
一
体
で
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

地
域
住
民
と
町
が
知
恵
を
出

し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

や
責
任
を
再
確
認
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
地

域
の
現
状
や
課
題
を
洗
い
出

し
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
ど

う
し
た
い
の
か
考
え
て
も
ら

い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

地
域
計
画
を
策
定
す
る
と
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
取
り

組
み
を
通
し
て
、
地
域
住
民

が
主
体
と
な
り
将
来
に
わ
た

っ
て
持
続
可
能
な
集
落
機
能

を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
を
達
成
す
る
た
め
の
、

詳
細
な
具
体
策
を
質
問
し
ま

す
。

町
長
　本
事
業
の
目
的
は
、

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
と
い

う
状
況
に
お
い
て
、
地
域
の

課
題
等
を
話
し
合
い
の
中
か

ら
見
出
し
て
い
き
、
地
域
の

課
題
等
の
共
有
と
課
題
解
決

の
た
め
の
地
域
計
画
を
作
成

し
、
そ
の
計
画
を
実
施
運
営

す
る
地
域
支
援
組
織
の
構
築

を
行
い
、
持
続
可
能
な
地
域

の
形
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
活
動
と
し
て
、
今
年
度
は

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
集
計
後
、
課
題
を
整
理

し
、
次
年
度
に
計
画
し
て
い

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
の

準
備
を
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
求
め

る
こ
と
は
、
ま
ず
何
を
し
て

ほ
し
い
か
で
は
な
く
、
何
に

困
っ
て
い
る
の
か
、
今
後
、

こ
ん
な
こ
と
が
心
配
さ
れ
る

な
ど
の
困
り
感
を
調
査
し
、

そ
の
困
り
感
が
地
域
の
中
で

ど
れ
程
共
有
さ
れ
る
の
か
見

極
め
な
が
ら
、
行
政
と
役
割

分
担
ま
た
は
連
携
し
な
が
ら

施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
運
営
組
織
の
構
築
に
つ

い
て
は
、
現
在
活
動
し
て
い

る
地
区
連
合
町
内
会
と
集
落

支
援
員
で
対
応
で
き
る
の
か
、

新
た
に
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
か
、
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
く
中
で
示
さ
れ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
進
め
る
に
あ
た

っ
て
は
、
先
導
的
な
有
識
者

で
は
な
く
、
地
域
の
中
で
地

域
の
方
々
が
自
ら
考
え
意
見

を
交
わ
し
、
総
意
を
形
成
で

き
る
よ
う
な
指
導
を
し
て
く

れ
る
有
識
者
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
事
業
推
進

の
中
で
方
向
性
を
確
認
し
な

が
ら
、
各
地
域
の
地
域
づ
く

り
の
形
を
具
現
化
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問
　森
町
長
が
就
任
し
て

一
年
を
過
ぎ
、
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
一
方
で
庁
舎
内
の
改

革
に
も
目
を
向
け
て
き
た
も

の
と
思
う
。
そ
れ
が
今
年
度

か
ら
一
課
増
や
し
始
ま
っ
た

課
体
制
に
よ
る
行
政
運
営
に

な
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
課
ご

と
の
業
務
量
の
平
準
化
が
行

え
る
の
か
。

　ま
た
、
12
年
間
続
け
た
班

制
度
を
や
め
旧
課
体
制
、
課

長
補
佐
制
度
に
戻
す
こ
と
に

な
っ
た
が
、
班
体
制
の
問
題

点
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
課

長
補
佐
制
度
は
町
民
に
と
り
、

ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
の

か
質
問
し
ま
す
。

町
長
　今
回
の
機
構
改
革
は
、

業
務
量
や
業
務
の
質
的
な
比

較
の
調
整
は
難
し
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
が
、
内
部
で
話

し
合
い
を
も
っ
て
調
整
を
図

り
ま
し
た
。

　班
体
制
で
の
問
題
点
は
、

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
よ

り
国
県
か
ら
市
町
村
へ
の
事

務
移
譲
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
、

職
員
が
減
り
業
務
が
増
え
グ

ル
ー
プ
制
に
お
い
て
も
業
務

内
容
を
担
当
し
か
把
握
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
体
制
が
と
れ
な
い
、

業
務
責
任
の
所
在
が
不
明
確

に
な
る
な
ど
の
課
題
が
出
始

め
ま
し
た
。
ま
た
、
業
務
枠

が
大
き
く
、
班
長
が
所
管
す

る
業
務
も
担
当
業
務
を
持
ち

な
が
ら
の
職
務
環
境
で
あ
っ

た
た
め
、
管
理
職
の
補
佐
役

が
い
な
い
と
い
う
状
況
で
し

た
。　町

民
へ
の
利
点
と
い
う
こ

と
で
は
、
係
制
に
し
た
こ
と

で
担
当
部
署
や
責
任
の
所
在

が
明
確
に
な
り
、
今
ま
で
よ

り
も
窓
口
が
わ
か
り
や
す
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
後
10
年
間
の
職
員
採

用
計
画
を
示
せ

　適
正
な
職
員
数
を
検
討
す

　る
質
問
　近
年
退
職
者
の
穴
埋

め
を
す
る
形
で
新
規
採
用
職

員
を
増
や
し
て
い
る
が
、
計

画
性
が
あ
る
の
か
疑
問
だ
。

今
後
少
な
く
と
も
10
年
間
の

退
職
者
と
、
新
規
採
用
者
の

計
画
を
示
し
な
が
ら
採
用
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　今
後
の
職
員
採
用
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　町
の
定
員
管
理
計
画

で
は
、
平
成
30
年
度
の
定
員

を
79
名
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

具
現
化
や
議
会
の
決
議
、
前

町
長
の
公
約
な
ど
か
ら
削
減

し
て
お
り
、
今
年
4
月
現
在

の
職
員
数
は
73
名
で
す
。

　職
員
採
用
計
画
は
、
新
し

い
定
員
管
理
計
画
の
中
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　現
在
、
行
政
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
、
さ
ら
に
新
た
な
ニ

ー
ズ
や
行
政
課
題
も
発
生
し

て
い
る
の
で
、
住
民
に
対
す

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
あ
る
程

度
の
職
員
数
は
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　今
後
、
町
と
同
程
度
の
類

似
団
体
の
職
員
数
の
状
況
や
、

行
政
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
へ

の
取
り
組
み
を
ど
う
し
て
い

く
の
か
な
ど
を
踏
ま
え
、
来

年
度
中
に
適
正
な
職
員
数
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

責任所在の明確化と業務量の平準化

機構改革、課再編のねらいは何か

奥山  謙三 議員佐藤  広幸 議員

各
地
域
の
地
域
づ
く
り
を
具
現
化
出
来
る
よ
う
進
め
た
い

官
民
協
働・地
域
間
連
携
に
よ
る

　
　
　
　
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
を
問
う

一 般 質 問 一 般 質 問
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がん探知犬検査の説明を聞く町民（金山町）

地域で育てる川遊び体験
平成14年から継続されている「長沢子ども遊々塾」

雑草の除去が待望されるチャイルドランド

定住促進が期待される共生ビジョン

質
問
　
以
前
開
催
さ
れ
た
中

学
生
議
会
で
の
質
問
内
容
を

見
ま
す
と
、
交
流
人
口
の
増

加
、
町
の
特
産
品
の
消
費
拡

大
、
環
境
問
題
な
ど
の
質
問

や
町
へ
の
提
言
も
あ
り
、
た

い
へ
ん
頼
も
し
く
思
い
ま
し

た
。
町
の
課
題
や
将
来
像
に

つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
を

愛
す
る
心
も
芽
生
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
若
者
の
思
い
や
考

え
な
ど
を
話
し
合
え
る
機
会

を
多
く
作
り
、
意
見
や
提
案

な
ど
を
聞
く
こ
と
が
町
の
発

展
に
必
要
な
取
り
組
み
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長
　
舟
形
町
の
教
育
目
標

は
「
地
域
に
育
ち
、
地
域
を

育
て
る
町
民
の
育
成
」
で
あ

り
、
そ
の
育
成
の
た
め
の
教

育
の
重
点
で
も
愛
郷
心
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
町
の
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
プ
ラ
ン
で
は
愛
郷
心
を

持
っ
た
子
供
像
を
、
保
・

小
・
中
ご
と
に
示
し
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
様
々
な
活
動
を

重
点
的
に
仕
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
地
域
の
人
と
触

れ
合
っ
た
り
地
域
の
行
事
に

楽
し
く
参
加
し
た
り
、
自
然

や
文
化
に
触
れ
た
り
、
地
域

の
こ
と
を
学
び
体
験
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
今
の
中
学
生
た
ち
に
は
、

い
ず
れ
は
舟
形
町
を
担
っ
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
当
然
、
議
員
に
も
町

長
に
も
、
ま
た
、
舟
形
町
の

町
づ
く
り
の
た
め
に
も
役
場

に
入
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

人
材
を
育
て
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
中

学
生
と
対
話
を
す
る
機
会
を

作
っ
て
い
く
よ
う
努
力
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
者
の
考
え
を
も
っ
と
話
し

合
え
る
機
会
を
作
り
、
地
域

に
育
ち
、
地
域
を
育
て
る
町

民
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

十
二
河
原
河
川
公
園
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

　早
急
に
調
整
し
対
処
す
る

質
問
　
舟
形
橋
下
流
よ
り
十

二
河
原
河
川
公
園
ま
で
堆
積

土
砂
の
浚
渫
が
行
わ
れ
、
今

後
、
増
水
に
よ
る
浸
水
の
危

険
が
減
少
し
た
と
安
堵
し
て

い
ま
す
。
若
鮎
ま
つ
り
会
場

の
護
岸
は
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
ま
し
た
が
、
チ
ャ
イ
ル
ド

ラ
ン
ド
の
護
岸
は
雑
草
で
河

川
に
降
り
ら
れ
な
い
状
況
で

す
。
景
観
上
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
安
全
管
理
上
も
問
題

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
最
上
総
合
支
庁
建
設

部
河
川
砂
防
課
と
５
月
下
旬

に
現
場
視
察
し
状
況
を
説
明

し
、
法
面
等
の
堆
積
土
砂
の

撤
去
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
ン
ド
は
利

用
者
が
自
由
に
河
川
へ
降
り

ら
れ
、
川
遊
び
が
で
き
る
よ

う
に
造
ら
れ
た
施
設
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
安
全
性
や
景

観
の
問
題
も
配
慮
し
た
上
で
、

引
き
続
き
県
に
要
望
し
て
い

き
、
除
草
な
ど
は
早
急
に
対

処
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
　
国
で
は
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

地
方
へ
の
定
住
促
進
を
図
る

た
め
に
定
住
自
立
圏
構
想
を

推
進
し
、
平
成
28
年
３
月
に

「
新
庄
最
上
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
策
定
後
一
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
た
各
種
事
業
が
計
画

ど
お
り
に
進
展
し
て
い
る
の

か
、
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
す
。

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に
基

づ
く
事
業
に
つ
い
て
の
検
証

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
新
庄
最
上
定
住
自
立

圏
は
、
舟
形
町
を
含
む
7
町

村
が
新
庄
市
と
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
を
締
結
し
、「
新

庄
最
上
定
住
自
立
圏
」
が
形

成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
８
市
町
村
内
部
で

検
討
す
る
と
と
も
に
、
定
住

自
立
圏
で
の
業
務
担
当
等
で

構
成
す
る
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

部
会
、
更
に
は
、
８
市
町
村

の
企
画
担
当
課
長
で
構
成
す

る
検
討
会
議
を
経
て
、
最
終

的
な
決
定
は
、
８
市
町
村
の

首
長
で
構
成
す
る
定
住
自
立

圏
形
成
推
進
会
議
で
決
定
し

ま
す
。

　
検
証
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
連
携
事
業
項
目
ご
と

に
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
を
開
催

し
、
新
た
な
協
定
・
事
業
等

の
検
討
を
行
う
予
定
で
す
。

町
と
し
て
も
事
業
内
容
を
精

査
し
な
が
ら
、
事
業
目
標
に

つ
な
が
る
よ
う
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

が
ん
探
知
犬
に
よ
る
検

査
の
実
施
を

　実
施
の
是
非
を
検
討
す
る

質
問
　
探
知
犬
に
よ
る
が
ん

の
発
見
率
は
非
常
に
高
く
、

早
期
の
が
ん
も
ほ
ぼ
１
０
０

％
に
近
い
検
査
結
果
も
公
表

さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
か
ら

も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

金
山
町
で
の
取
り
組
み
状
況

を
研
修
し
、
本
町
で
も
探
知

犬
に
よ
る
が
ん
検
査
事
業
に

取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長
　
金
山
町
が
今
年
度
実

施
す
る
が
ん
探
知
犬
に
よ
る

が
ん
検
診
は
、
受
検
者
に
負

担
を
か
け
ず
に
早
期
発
見
が

で
き
る
検
査
方
法
と
し
て
実

用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
検
者
へ
の
負
担
が
少
な
い

こ
と
で
受
診
率
向
上
に
関
し

て
は
一
定
の
評
価
は
で
き
る

と
考
え
ま
す
が
、
新
た
な
が

ん
検
診
と
し
て
の
有
効
性
の

有
無
に
関
し
て
は
、
線
虫
を

使
っ
た
検
診
な
ど
を
含
め
て

ま
だ
ま
だ
研
究
段
階
で
あ
り
、

検
証
の
結
果
を
注
視
し
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
今
年
度
、
金
山
町
で
は

通
常
の
が
ん
検
診
の
ほ
か
に

が
ん
探
知
犬
に
よ
る
検
診
を

行
う
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、

そ
の
比
較
結
果
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
本
町
で
の
実
施
の

是
非
を
検
討
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

事業目標につながるよう推進する

新庄最上定住自立圏構想の検証を

伊藤 欽一 議員斎藤  好彦 議員

地
域
を
育
て
る
若
者
の
育
成
に
取
り
組
む

郷
土
愛
を
育
む
取
り
組
み
に
つ
い
て

一 般 質 問 一 般 質 問

た
い

し
ゅ
ん
せ
つ

ど
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多面的機能支払で、
町の未来をみんなで創る！

つく

日本一の給食事業で、朝採りのきゅうりを提供してくれた
星川俊則さん。コロコロきゅうりにしていただきました。　　

町民に読まれる紙面づくりを学ぶ研修会

質
問
　
多
面
的
機
能
支
払
協

定
に
つ
い
て

①
旧
対
策
で
取
り
組
ま
れ
た

組
織
数
と
交
付
額

②
新
対
策
で
28
年
度
に
取
り

組
ん
だ
組
織
と
交
付
額

③
29
年
度
に
取
り
組
む
組
織
、

面
積
、
交
付
予
定
額
、
取
り

組
ま
な
い
集
落
と
そ
の
理
由

と
、
28
年
度
の
課
題

④
町
一
本
化
の
組
織
を
立
ち

上
げ
多
面
的
機
能
支
払
を
最

大
に
計
画
す
る
と
、
面
積
、

交
付
金
は
い
く
ら
か

を
伺
い
ま
す
。

　
農
地
所
有
者
が
農
地
に
目

を
向
け
な
く
な
り
、
農
地
維

持
管
理
が
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
組
織
の
大
き
な
負

担
で
あ
る
事
務
作
業
を
、

「
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

立
ち
上
げ
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
募
集
し
、
多
面
的
機

能
支
払
協
定
組
織
の
活
動
計

画
・
事
務
作
業
と
共
に
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
業
務

等
を
担
い
活
動
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
、
町
全
体
の
営
農

発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長
　
①
19
年
度
に
取
り
組

ん
だ
組
織
は
24
団
体
、
交
付

金
額
は
２
３
５
２
万
９
千
円
。

②
28
年
度
の
実
績
は
19
団
体
、

交
付
金
額
は
３
０
６
６
万
４

千
円
。

③
29
年
度
に
取
り
組
む
団
体

は
２
団
体
減
少
し
17
団
体
、

交
付
対
象
総
面
積
は
約
６
９

８
ha
、
交
付
予
定
額
約
２
８

２
６
万
７
千
円
を
予
定
。
取

り
組
ま
な
い
理
由
と
し
て
は
、

高
齢
化
・
転
出
に
よ
る
構
成

員
の
減
少
や
、
構
成
員
か
ら

こ
の
活
動
に
対
す
る
理
解
が

得
ら
れ
な
い
。
28
年
度
に
お

い
て
の
課
題
は
、
構
成
員
の

減
少
や
各
組
織
に
お
け
る
事

務
局
の
事
務
処
理
の
煩
雑
さ

な
ど
。

④
組
織
を
町
一
本
化
し
た
場

合
の
最
大
計
画
面
積
は
約
１

５
０
６
ha
、
最
大
交
付
金
は

農
地
維
持
分
が
約
４
５
１
６

万
３
千
円
、
資
源
向
上
分
が

約
１
９
４
７
万
４
千
円
、
計

６
４
６
３
万
７
千
円
と
試
算

さ
れ
ま
す
。

　
制
度
解
説
や
留
意
事
項
な

ど
詳
細
な
説
明
を
今
後
も
十

分
に
行
い
な
が
ら
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
し

て
共
同
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

日
本
一
の
給
食
食
育
推

進
事
業
に
つ
い
て

　地
域
が
学
校
給
食
を
よ
り

　強
い
形
で
支
援

質
問
　
郷
土
愛
を
醸
成
し
、

将
来
町
に
住
み
続
け
る
、
戻

っ
て
く
る
気
持
ち
の
創
出
が

理
念
・
目
的
で
あ
る
が
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
伺
い
ま

す
。

町
長
　
実
施
検
討
委
員
会
、

生
産
者
や
生
産
部
会
、
保
護

者
が
連
携
し
、
年
間
を
通
じ

て
必
要
な
食
材
の
生
産
を
出

来
る
人
を
募
っ
て
、
地
域
が

学
校
給
食
を
よ
り
強
い
形
で

支
援
す
る
ス
タ
イ
ル
を
構
築

し
、
町
民
全
員
で
給
食
を
支

え
、
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
を
支
え
、
そ
し
て
育
て
、

子
ど
も
た
ち
に
愛
郷
心
を
醸

成
し
て
い
こ
う
と
い
う
事
業

で
す
。

佐藤　勇 議員

一
本
化
の
意
向
調
査
を
実
施

多
面
的
機
能
支
払
協
定
を
町
一
本
化
へ

議 会 活 動 一 般 質 問

　
７
月
３
日
、
ほ
ほ
え
み
保
育
園
で
プ
ー
ル
開
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
気
温
が
上
が
ら
ず
寒
い
日
で
し

た
の
で
、
プ
ー
ル
の
神
様
に
安
全
を
お
願
い
し
、
注
意

事
項
の
説
明
だ
け
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
７
月
５
日
に

初
め
て
プ
ー
ル
に
入
り
ま
し
た
。

　
夏
の
暑
さ
が
日
増
し
に
強
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
園

児
の
皆
さ
ん
、
体
調
を
崩
さ
ず
楽
し
く
遊
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
７
月
７
日
に
は
七
夕
お
楽
し
み
会
が
開
催
さ

れ
、
園
児
一
人
ひ
と
り
が
願
い
を
込
め
た
短
冊
を
結
ん

で
い
ま
し
た
。

表
紙
の
こ
と
ば

９月５日（火）
  　　～13日（水）

どなたでも議会を傍聴することができ
ます。
皆さまの傍聴をお待ちしております。

次回の定例会は

までの予定です。

　
第
34
回
町
村
議
会
報
研
修
会
が
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

で
開
催
さ
れ
、
当
議
会
か
ら
も
議
会
広
報
常
任
委
員
と
事

務
局
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
長

岡
光
弘
氏
を
講
師
に
、「
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
ポ
イ

ン
ト
」
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
、
そ
の
後
、
県
内
13
町
の

広
報
誌
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
形
式
に
よ

る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
　

　
研
修
を
活
か
し
、
町
民
が
興
味
を
持
ち
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
紙
面
編
集
を
工
夫
し
な
が
ら
、
議
会
だ
よ
り

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
編
集
と
表
現
と
は

    

　
　
　
議
会
広
報
研
修
会（
５
月
26
日
）

議会だよりモニターを募集します
　舟形町議会では、議会だよりへのご提言やご意見をいただき、議会だよりが町民の皆様との結びつ
きを強めることが出来るよう、より一層の充実を図るため、『議会だよりモニター』を募集します。
　皆様の応募をお待ちしています。

①発行された議会だよりについて意見を述べていただくこと
②議会だよりに関するアンケートに回答していただくこと
委嘱状を交付された日から１年間
舟形町在住の18歳以上の方
５人以内
８月31日㈭までに議会事務局へ来庁または電話かメールでお申し込みください。
電　話：３２－２１１１（内線２５１）　
メール：gikai@town.funagata.yamagata.jp

活 動 内 容

任 　 　 期
対 　 　 象
募 集 定 員

申 込 方 法
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幅コミュニティセンター　参加者　５人 一の関公民館　参加者　18人 長者原公民館　参加者　10人 実栗屋公民館　参加者　13人

４月４日（火）
　～５日（水）
　　開催

問
　
本
会
議
の
傍
聴
者
が
少

な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

議
会
　
以
前
、
夜
間
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
が
、
傍
聴
者

は
少
な
か
っ
た
と
い
う
結
果

で
し
た
。
今
後
、
特
別
委
員

会
で
、
多
く
の
方
に
傍
聴
し

て
も
ら
え
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
議
員
か
ら
の
提
出
議
案

が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

他
の
町
村
は
ど
う
か
。

議
会
　
平
成
28
年
度
の
県
内

の
町
村
で
の
、
議
員
提
出
の

条
例
件
数
は
24
件
で
し
た
。

今
後
と
も
政
策
提
言
等
、
議

案
提
出
に
努
め
ま
す
。

問
　
政
務
調
査
費
は
あ
る
の

か
。

議
会
　
当
議
会
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
　
議
員
数
を
も
っ
と
減
ら

せ
な
い
か
。

議
会
　
特
別
委
員
会
で
も
検

討
し
ま
し
た
が
、
議
会
運
営

面
・
委
員
会
構
成
か
ら
み
て

も
、
10
名
が
最
低
必
要
議
員

数
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
議
員
数
は
法
律
で
決
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。

議
会
　
議
員
定
数
は
、
町
の

条
例
で
定
数
を
定
め
て
い
ま

す
。

議 会 報 告 会 議 会 報 告 会

　
舟
形
町
議
会
で
は
８
回
目
と
な
る
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
会
報
告
会
の
目
的
は
、
地
域
に
出
向
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
へ
議
会
活
動

な
ど
の
報
告
と
町
政
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
共
に
、
議
会
活
動
に
対

す
る
意
見
な
ど
を
直
接
お
聴
き
し
て
、
議
会
の
活
性
化
に
努
め
、
町
民
に
信

頼
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
町
内
４
地
区
（
幅
・
一
の
関
・
長
者
原
・
実
栗
屋
）
に
お
い
て
、
28
年
中

の
議
会
活
動
の
報
告
及
び
29
年
度
の
当
初
予
算
の
概
要
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

○
高
齢
者
に
よ
る
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
に
対
す
る
対

応
策
は
。

　○
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て
、

他
市
で
は
３
万
円
補
助
し
て

い
る
と
聞
い
た
。
町
で
は
も

っ
と
充
実
さ
せ
る
考
え
は
な

い
か
。

　○
町
営
バ
ス
を
県
立
新
庄
病

院
ま
で
運
行
す
る
考
え
は
な

い
か
。

町
　
町
営
バ
ス
・
乗
合
タ
ク

シ
ー
担
当
、
高
齢
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ふ
れ
あ
い
担
当
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
担
当
、
交
通
安

全
担
当
等
の
関
係
す
る
各
係

と
連
携
し
て
、
今
年
度
中
に

平
成
30
年
度
か
ら
の
運
行
に

つ
い
て
対
応
・
支
援
策
を
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
納
め

ら
れ
た
金
額
の
何
割
が
基
金

へ
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
の

か
。

　○
納
税
額
が
予
算
額
に
達
し

な
い
場
合
、
各
事
業
へ
の
充

当
は
大
丈
夫
か
。

　○
返
礼
品
の
規
制
に
よ
り
、

納
税
額
が
低
下
す
る
の
で
は

な
い
か
。

町
　
基
金
に
積
み
立
て
て
い

る
の
は
お
よ
そ
３
割
で
す
。

こ
の
基
金
か
ら
各
事
業
に
充

当
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
基

金
の
状
況
に
よ
る
配
分
で
す

の
で
、
今
年
度
充
当
し
た
事

業
は
大
丈
夫
で
す
。

　
返
礼
割
合
に
つ
い
て
は
他

市
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
亀
割
バ
イ
パ
ス
か
ら
長
尾

町
内
へ
の
右
折
レ
ー
ン
の
設

置
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

○
毒
沢
へ
通
じ
る
道
路
を
４

月
の
早
い
時
期
に
開
通
し
て

も
ら
い
た
い
。

　○
役
場
職
員
の
あ
い
さ
つ
が

徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。

　○
町
長
・
議
長
の
交
際
費
の

使
い
道
は
。

○
子
育
て
支
援
住
宅
を
増
や

す
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　議
会
報
告
会
の
質
問
に
つ

い
て
は
、
議
会
で
取
り
組
む

べ
き
項
目
は
議
会
内
で
対
応

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　町
政
等
へ
対
す
る
も
の
は

町
当
局
に
報
告
し
ま
し
た
。

　今
回
の
議
会
報
告
会
の
回

答
書
に
つ
い
て
は
、
開
催
地

の
町
内
会
長
へ
回
答
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

第8回議会報告会を 開催しました
議
会
運
営

議
会
に
関
す
る
事
項

議
員
定
数

交

　通

ふ
る
さ
と
納
税

町
等
に
関
す
る
事
項

そ
の
他
（
抜
粋
）

４月５日 ４月４日

次回の報告会は9月定例会以降に開催予定です。
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議
会
だ
よ
り
　ふ
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が
た

●
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行
  舟
形
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議
会

●
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会
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員
会
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1
1

編

集

後

記

♥
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
知
り
合
い
ま
し
た
か
？

　
千
葉
県
の
病
院
で
、
同
じ
職
場
で
働
い
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　♥
舟
形
町
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
？

　
舟
形
に
来
て
ま
だ
４
ヶ
月
で
右
も
左
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
家
族
と

職
場
の
方
々
、
そ
し
て
最
近
消
防
団
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の

方
々
と
関
わ
り
を
持
ち
会
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。

♥
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
・
悪
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

　
海
育
ち
な
の
で
山
が
新
鮮
で
し
た
。
温
泉
や
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、

自
然
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
お
い
し
い
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
は
あ
る
が
、
ス
ー
パ
ー
が
近
く
に
な
い
こ
と
、
冬
の
雪
の

除
雪
と
運
転
が
不
安
で
す
。

♥
舟
形
町
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
虫
が
多
い
。
特
に
カ
メ
ム
シ
が
部
屋
の
中
に
入
っ
て
き
ま
す
。
謎
で

す
。
助
け
て
く
だ
さ
い（
笑
）。

　
今
年
は
九
州
豪
雨
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
に
お
悔
や
み
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
い
た
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
各

地
で
、
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
災
害

の
発
生
や
、
厳
し
い
暑
さ
に
よ
り
熱

中
症
搬
送
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
夏

本
番
に
向
け
て
、
災
害
か
ら
命
を
守

る
た
め
、
改
め
て
自
主
防
災
組
織
の

大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
西
ノ
前
遺
跡
公
園
が
整
備
さ
れ
、

８
月
５
日
に
開
園
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

多
く
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
委
員
会
の
構
成
替
え
が
あ

り
、
新
た
に
５
人
体
制
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、
こ
の
た
び
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
へ

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
皆
様
の
声

を
反
映
さ
せ
た
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
　
（
佐
藤
　
勇 

記
）

発行責任者
議　　長　八 鍬　　 太

議会広報常任委員会
委 員 長　佐 藤　　 勇

副委員長　伊 藤　欽 一

委　　員　奥 山　謙 三

委　　員　石 山　和 春

委　　員　小 国　浩 文

えがったなあ

声

　皆
さ
ん
の
声
を
掲
載
す
る
欄

で
す
。
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

・
ご
要
望
等
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（議会より）

　自然豊かな舟形町で育った子ども

たちが、戻ってきたくなるまちづく

りを目指してがんばります。

沼澤　玲子 さん
（一の関）

　
私
に
は
、
子
ど
も
が
３
人
い
ま
す
。
鶴
岡
市
か
ら
舟
形
町
に

嫁
い
で
早
14
年
、
仕
事
に
子
育
て
に
毎
日
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

嫁
い
だ
当
初
は
、
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
ど
う
し
て
い
い
か
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
舟
形
町
の
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い

た
お
陰
で
、
助
か
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
マ
マ
友
も
増
え
、

い
ろ
ん
な
出
会
い
も
あ
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い
子
育
て
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
出
会
い
の
中
の
一
つ
に
、
猿
羽
根
太
鼓
が
あ
り
ま
す
。

４
ヶ
月
位
の
期
間
限
定
の
習
い
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

と
一
緒
に
太
鼓
を
打
ち
合
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
太
鼓
の
楽
し
さ
を
ま
だ
知
ら
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
年
齢
や
男
女
問
わ
ず
に
、
多
く
の
人
に
経
験
し

て
い
た
だ
け
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
場
を
数
多

く
作
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
自
然
豊
か
な
舟
形
町
で
子
育
て
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
議
会
の
皆
様
に
期
待
と
共
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今回は、長者原の相馬恕杏
さんと結婚した、千葉県出身
の昌人（旧姓  小倉）さんです。

皆さんよろしくお願いします。
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